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１．総論

１．１　基本方針

本計画に関する基本方針を以下のとおりとする。

（1）利用者の安全確保は、体力が弱いもしくは低年齢の児童に対するサービスを提供することと認識
し、自然災害が発生した場合、深刻な人的被害が生じる危険性があるため、利用者の安全確保が最
大の役割である。サービスの継続については、災害の発生もしくは災害発生の可能性がある場合につ
いては、閉所することで人命を優先することとし、天候の回復を待って、施設の安全点検を充分におこ
ない、早期のサービス再開を目指す。

全体像

第一に人命の保護を優先する事。第二に施設を保護し、業務の早期復旧を図ること。第三に余力があ
る場合には近隣住民や施設の協力にあたること。災害の発生が予想される場合（台風の上陸や、水
害・その他の自然災害の発生）施設の運営は取りやめ、閉所とし人命の保護を優先とする。

【補足５】

１．２　推進体制

平常時の災害対策の推進体制を記載する。

全体指導：管理者　安部　絹恵・連絡記録：中山　拓也・避難誘導：山本　カトリーヌ・初期消火、点検：
田頭 眞陸・応急救護：保手浜　香織

【様式１】

１．３　リスクの把握

（１）ハザードマップなどの確認

別紙参照 【補足６】
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（２）被害想定

【自治体公表の被災想定】

地震：建物の倒壊、外壁・瓦・ガラスの破片落下・物品の落下・調度品の転倒、ライフラインの停止、建
物天井材の落下、火災の発生
風水被害：雨漏り、河川の氾濫による浸水、ライフラインの停止、強風等による建物の破損や避難経
路の遮断、建物の基礎の損害、周辺地域の浸水等による孤立
火災：類焼の拡大

【自施設・事業所で想定される影響】

地震：建物の倒壊、外壁・瓦・ガラスの破片落下・物品の落下・調度品の転倒、ライフラインの停止
風水被害：雨漏り、河川の氾濫による浸水、ライフラインの停止

【補足７】

１．４　優先業務の選定

（１）優先する事業

放課後等デイサービス

（2）優先する業務

通所事業

【様式７】
-災害

【補足８】

【様式９】
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１．５　研修・訓練の実施、ＢＣＰの検証・見直し

（５－１）研修・訓練の実施

・避難訓練の方針と概要
事業所での避難は委員会開催により計画をたて、東広島消防署南分署の協力と指導のもと、利用者
の生命の安全を優先にした訓練を実施する。また水害や地震訓練も同様の考えと計画に基づいて実
施する。
・避難訓練の実施
消防訓練　年1回
地震訓練　年1回
水害等避難訓練　年1回
救命訓練　　年1回
・啓発・
毎月

（５－２）ＢＣＰの検証・見直し

検証、見直しとして、訓練後は報告書を作成し会議の議案として適時おこなう。また結果改善の必要が
ある場合委員会を中心に適時見直し改善をおこなっていく。
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２．平常時の対応

・消火器の設置　・避難経路の確保　　・家具等転倒防止措置　などの点検

２．１　建物・設備の安全対策

（１）人が常駐する場所の耐震措置

耐震補強をおこなう。 【補足９】

（２）設備の耐震措置

・消火器の設置　・避難経路の確保　　・家具等転倒防止措置 【補足９】

（３）水害対策

施設周辺：浸水の危険性を定期的に確認する。 【補足９】

２
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２．２　電気が止まった場合の対策

・各部屋に懐中電灯の設置。

【補足10】

【様式６】
-災害

２．３　ガスが止まった場合の対策

特段の影響はない（食事・入浴の提供がないため）

【補足10】

【様式６】
-災害
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２．４　水道が止まった場合の対策

（１）飲料水

飲料水の備蓄

【補足10】

【様式６】
-災害

（２）生活用水

生活用水の備蓄

【補足10】

【様式６】
-災害
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２．５　通信が麻痺した場合の対策

運営上大きな問題はないため、復旧を待つ。

【補足10】

【様式６】
-災害

携帯カード
(様式なし)

２．６　情報システムが停止した場合の対策

防災ラジオの設置。その他運営上影響はないので復旧を待つ

【補足10】

【様式６】
-災害

２．７　衛生面（トイレ等）の対策

非常用トイレを使用する

【補足10】

【様式６】
-災害
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２．８　必要品の備蓄

毛布、救急セット、乾パンなど
【様式６】
-災害

２．９　資金手当て

火災保険、家財保険に加入
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３．緊急時の対応

防災マニュアルに沿う

３．１　ＢＣＰ発動基準

地震：震度5以上の地震発生時、もしくは近隣の交通網が破壊された場合 【様式１】

３．２　行動基準

利用者と自分の生命を守る
携帯カード
(様式なし)

３．３　対応体制

別紙参照 【様式１】

３．４　対応拠点

放課後等デイサービス　ぴあすてっぷ三永

３
．
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３．５　安否確認

（１）利用者

支援室はワンフロアなので、職員全員で安否確認をおこなう 【補足11】

（２）職員

施設内：支援室はワンフロアなので、職員全員で安否確認をおこなう
自宅など：ぴあすてっぷ職員グループLINEもしくは連絡網にて安否確認をおこなう

【補足12】

３．６　職員の参集基準

有事の際は施設の開所、サービス提供は行わないので必要ない。自身と自身の家族を優先することと
する。

【様式５】

携帯カード
(様式なし)
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３．７　施設内外での避難場所・避難方法

（１）施設内

支援室

（２）施設外

東広島運動公園

（３）その他
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３．８　重要業務の継続

災害発生時に施設を開所している場合：安全に利用者をご家族もしくは保護者へ引き渡す。それ以外
の場合はサービスの提供はせず閉所とする。

【補足13】

３．９　職員の管理

自宅への帰宅が困難な場合は、避難場所（運動公園）もしくは施設が使用できる場合は休憩室にて待
機する。

３．１０　復旧対応

安全点検及び破損個所、危険個所の点検をおこない、修理の必要がある場合には速やかにおこな
い、早期の施設再開を目指す

【様式２】
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４．他施設との連携

４．１　連携体制の構築

該当なし 【補足14】

４．２　連携対応

該当なし
利用者
カード

(様式なし)
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５．地域との連携

５．１　被災時の職員の派遣
　　（災害福祉支援ネットワークへの参画や災害派遣福祉チームへの職員登録）

施設の開所ができない場合に限り、希望する職員がいる場合派遣する

５．２　福祉避難所の運営

なし

５
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＜更新履歴＞

2025年4月1日　職員緊急連絡先　更新
2026年4月6日　職員緊急連絡先　更新
　　　　　　　　　　 備品リスト　更新

５
．
地
域
と
の
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携
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の
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携
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補足５：対応フローチャート

自然災害(地震・水害等)ＢＣＰのフローチャート

３．緊急時の対応

(1)被災時の職員派遣

(2)福祉避難所の運営
①福祉避難所の指定
②福祉避難所開設の事前準備

４．他施設との連携

(1)連携体制の構築
①連携先との協議
②連携協定書の締結
③地域のネットワーク等の
　　　　構築・参画

(2)連携対応
①事前準備
②入所者・利用者情報の整理
③共同訓練

５．地域との連携

(1)BCP発動基準

(2)行動基準

(3)対応体制

(4)対応拠点

(5)安否確認
①利用者の安否確認
②職員の安否確認

(6)職員の参集基準

(7)施設内外での
　避難場所・避難方法

(8)重要業務の継続

(9)職員の管理
①休憩・宿泊場所
②勤務シフト

２．平常時の対応

(1)建物・設備の安全対策
①人が常駐する場所の耐震措置
②設備の耐震措置
③水害対策

(3)ガスが止まった場合の対策

(4)水道が止まった場合の対策
①飲料水
②生活用水

(5)通信が麻痺した場合の対策

(2)電気が止まった場合の対策
①自家発電機が設置されていない
場合
②自家発電機が設置されている場
合

１．総論

(1)基本方針

(2)推進体制

(4)優先業務の選定
①優先する事業
②優先する業務

(5)研修・訓練の実施
　BCPの検証・見直し
①研修・訓練の実施
②BCPの検証・見直し

(3)リスクの把握
①ハザードマップなどの確認
②被災想定

(6)システムが停止した場合の
　　対策

(10)復旧対応
①破損個所の確認
②業者連絡先一覧の整備
③情報発信

(7)衛生面(トイレ等)の対策
①トイレ対策
②汚物対策

(8)必要品の備品
①在庫量、必要量の確認
(9)賃金手当て

【通所サービス固有事項】

【訪問サービス固有事項】

【居宅介護支援ｻｰﾋﾞｽ固有事項】



通所サービス固有

（１）平時からの対応

平時より避難場所の確認、防災グッズの準備点検をおこない有事に備える 【様式９】

（２）災害が予想される場合の対応

天気予報や自治体からの情報を随時確認し、危険と判断した際には閉所する

（３）災害発生時の対応

災害発生時は人命を第一に考え、フローチャートを基に避難誘導を行う



補足６：ハザードマップ 施設・事業所が所在するハザードマップを貼り付ける。下記ハザードポータルを活用。

https://disaportal.gsi.go.jp/

地震 地震の揺れは小さい 津波 ●●市到達３分、高さ２７ｍ

該当なし

液状化 弱　　 土砂崩れ　施設付近が土砂災害のリスク　大

水害(洪水) 高潮、溜池等

該当なし
該当なし

液状化の調べ方

①ハザードポータルで住所を入力

②「すべての情報から選択」を選ぶ

③「土地の特徴・成り立ち」を選ぶ

④「地形区分に基づく液状化の発生傾向図」を選択

⑤地図上に液状化の強弱の色が付く

⑥「解説」を選ぶと弱～強の色が表示される

強の場所は、地震発生時の液状化で

建物の沈下・傾斜、電柱等の沈下・傾斜、

下水道等の破損、マンホールの隆起が発生する。

https://disaportal.gsi.go.jp/


補足８：優先業務の検討
様式7-災害で優先する業務(出勤率30%、発災後6時間)で必要な人員を計算
出勤可能者をイメージし、複数の業務ができるかを考える
逆に言えば、普段から複数の業務ができるように教育していくことが重要

朝 昼 夕 夜間

利用者の安全確認 2 2 2 0

避難誘導 2 2 2 0

保護者への引き渡し・連絡 2 2 2 0

　

合計(名) 6.0 6.0 6.0 0.0

必要な職員数[人]
優先業務



補足７：自施設で想定される影響

当日 ２日目 ３日目 ４日目 ５日目 ６日目 ７日目 ８日目 ９日目

電力 復旧

飲料水 復旧

生活用水 復旧

ガス 備品

携帯電話 復旧

メール 復旧

道路 仮復旧

備品

備蓄水

備蓄水

掲示板等

掲示板等



補足９：建物・設備の安全対策（地震、水害）

建物関連

対象 対応策 備考

柱 安全点検・必要に応じて修繕 新耐震基準のもの

窓 安全点検・必要に応じて修繕

外壁 安全点検・必要に応じて修繕 新耐震基準のもの

什器(家具、キャビネット・机)、パソコン等　

対象 対応策 備考

荷物棚 突っ張り棒で固定

下駄箱 ボルトで固定

机 ゴムひもで固定

建物外部の施設　

対象 対応策 備考

水害対策関連　

対象 対応策 備考



補足１０：電気、ガス、生活用水が止まった場合の対策

電気

稼働させるべき設備及び必要な備品 代替策 備考

電灯 職員の携帯電話・懐中電灯

エアコン
うちわ・ホッカイロ・毛布・アルミブランケッ
ト

ガス

稼働させるべき設備及び必要な備品 代替策 備考

特に問題なし

飲料水

稼働させるべき設備及び必要な備品 代替策 備考

飲料水 保存用飲料水の常備 2リットルペットボトル20本

生活用水

稼働させるべき設備及び必要な備品 代替策 備考

水道水 ポリタンクに常備している水 20リットルポリタンク　2個

通信

稼働させるべき設備及び必要な備品 代替策 備考

特に問題なし



補足１０：電気、ガス、生活用水が止まった場合の対策

情報システム

稼働させるべき設備及び必要な備品 代替策 備考

テレビ 防災ラジオ

衛生面

稼働させるべき設備及び必要な備品 代替策 備考

トイレ 非常用トイレ



補足１４：連携体制の構築

【連携関係のある施設・法人】

施設・事業所・法人名 連絡先 連携内容

特になし

【連携関係のある医療機関（協力医療機関等）】

医療機関名 連絡先 連携内容

前田医院 0823-82-2179 病気・けが人発生時

【連携関係のある社協・行政・自治会等】

名称 連絡先 連携内容

東広島市市役所防災担当 082-420-0400（危機管理課） 避難・復興の情報確認

東広島市市役所福祉担当 082-420-0180（障害福祉課） 状況・被害報告

東広島県警 082-422-0110



様式1：推進体制の構成メンバー

担当者名／部署名

消 防 防 災 委 員 長

安 部 絹 恵

放課後等デイサービスぴあすてっぷ

三永　管理者

情 報 の 収 集

職員への周知・連絡

職員への指示

情報の収集・保護者関係各所への連絡・避難指示など

利用者と職員の安全確保など

消 防 防 災 副 委 員 長

中 山 拓 也

放課後等デイサービスぴあすてっぷ

三永

通報・連絡

委員長のサポート

情報の収集

・保護者関係各所への連絡・利用者の安全確認

消 防 防 災 委 員

山 本 カ ト リ ー ヌ

放課後等デイサービスぴあすてっぷ

三永

委員長のサポート 利用者の安全確認・避難誘導など

消 防 防 災 委 員

田 頭 眞 陸

放課後等デイサービスぴあすてっぷ

三永

委員長のサポート 利用者の安全確認・保護者関係各所への連絡など

消 防 防 災 委 員

保 手 浜 香 織

放課後等デイサービスぴあすてっぷ

三永

委員長のサポート 利用者の安全確保

防災消防委員

対策本部における職務（権限・役割）



様式6：備蓄品リスト

目安 備蓄量

1 飲料水 長期保存飲料水２L 12 12 倉庫 安部

2 生活水 水道水 2タンク 2タンク 倉庫 安部

3 暖房 ホッカイロ 60個 60個 倉庫 安部

4 暖房 ひざ掛け・毛布 5枚 5枚 倉庫・静養室 安部

5 暖房 保温アルミブランケット 20枚 20枚 キッチン収納 安部

6 冷房 うちわ 5枚 5枚 支援室 安部

7 トイレ 簡易トイレ 100回 100回 キッチン収納 安部

8 緊急 緊急持ち出しバック 1個 1個 階段下収納 安部

9 食品 保存食 20個 28個 キッチン収納 安部

10 通信 ソーラーラジオ 1個 1個 キッチン収納 安部

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

担当者 調達先№ 品目
備蓄量

必要量 過不足量 単位 保管場所 備考区分


	BCP　防災(三永)２
	BCP　防災(三永)３
	BCP　防災(三永)５
	BCP　防災(三永)４
	BCP　防災(三永)６
	BCP　防災(三永)８
	BCP　防災(三永)７
	BCP　防災(三永)９
	BCP　防災(三永)10
	BCP　防災(三永)11
	BCP　防災(三永)12
	BCP　防災(三永)13



